公共政策コンペ政策提言提出用書式

	全体でA4用紙１０枚以内に納めてください。スペースは自由に動かして構いませんが、字数制限がある箇所は制限以内で記載してください。

	チーム名・代表者氏名
	ぽじてぃぶでぃびあんず・黒田伸太郎

	発表テーマ
（５０字以内）
	アウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)（無老者）を捜せ！

～元気遺伝子で熊本を世界No1都市に～

	提案概要を400字以内でまとめて記述してください。

	超高齢化社会を迎え、高齢者が増える熊本で社会の持続可能性を検討するには、大きなパラダイム転換が必要である。

当チームは、高齢者が多い暗澹たる社会という将来イメージを転換するため、高齢者・老人＝社会的弱者という前提を変える提言を行う。

まず、存在するのに見過ごされている高齢者たちの元気な行動や知恵をPositive Devianceというフレームワークを用いて発掘する。発掘された高齢者の行動や知恵を元気遺伝子（GNA）と命名し、GNAを持つ高齢者をアウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)と呼ぶ。GNAの発現により高齢者の元気な行動や知恵が顕在化し、次世代や他地域にも受け継がれていく。

本提言により、熊本はアウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)の聖地となり、世界有数の老人都市となっていく。GNAを世界に発信し、老人のイメージが転換され、その先進地として我が国の新たな産業機会創出・価値創造のトップランナーとなり、ひいては熊本が世界No1の超高齢社会先進都市となる。

	提言の内容

	この提言で解決しようとしている問題・課題とその背景および、提言の目的を明確に記述してください。

	１．はじめに

2014年6月、日本創世会議は我が国の人口が減少し、近い将来消滅の危機にある自治体が多数あるという深刻な予測を示した。同会議は少子化に警鐘をならし、人口偏在の是正や地域の発展により日本の活力を維持すべきという「ストップ少子化・地方元気戦略」を発表している。子供が減少し高齢者が増え、我が国は超高齢化社会に突中していくなかで、人々が心豊かで安心した生活を送るためには、少子高齢化問題への対応を検討しなければならない。少子高齢化問題は出生率の低下により子供が減少し、高齢人口の逓増により人口構造ピラミッドが逆転する（図１）ことで、我が国の社会構造やライフスタイル等の抜本的な見直しが必要となる社会全体に課せられた喫緊の課題である。

少子高齢化、特に高齢者問題に対して、“高齢者は弱者である”という前提に基づく我が国の社会環境は、長い年月をかけて我々の意識の深層や、社会制度の設計を背景に社会構造の深部に根付いている。
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（図１）1920年と2060年の人口構成図　国立社会保障・人口問題研究所　*縦軸が年齢
しかし、我が国をはじめとする先進諸国における平均余命と健康寿命は伸びており、例えば、我が国のように65歳以上を一律で「高齢者＝弱者」として位置づけるには疑問符を付すべき現状にあると言える。一方、時間をかけて構築された私たちの認識や制度などは変えることが難しい。このように複雑な様相が絡む高齢者問題に対して積極的なアプローチをとらなければ、早晩に現在の社会制度が行き詰まることも各方面で予想されている。

　高齢者問題は、我が国において重要な政策課題と認識されている。政府は平成7年に高齢社会対策基本法を制定し、同時に高齢社会対策大綱において、人口縮減と超高齢化社会の到来により、65歳高齢者概念の改革、社会の担い手としての新たな高齢者像の確立、高齢者が生きがいをもって暮らすことができる共生社会の創造を目指すとしている。地方行政レベルでも、高齢者問題は身近な課題として現実的な解決策の必要性に迫られている。熊本県が策定した熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画『長寿・安心・くまもとプラン』では、高齢者が身体的な不安や社会での孤立が無いようにできるだけ健やかで自立した生活ができること等が目標とされている。国や県の高齢者対策の基本的な視点は、今後の高齢化進展を前に高齢者の社会的孤立や経済的脆弱性、身体的不安といった諸懸念を取り払い、全ての高齢者が健やかに生活できる基盤作りにあると言える。

その一方で、高齢者を取り巻く現状の厳しさも浮き彫りになっている。平成26年度高齢社会白書によれば、高齢者の経済状況は公的年金や恩給等により勤労世帯と比較しても概ね同程度の水準が維持されている世帯が多く、暮らし向きが厳しいとする世帯は全体の２割程度と低いものの、生活保護受給世帯は増加の一途をたどっている。また、高齢者の健康福祉状態については、高齢者の半数以上が病気やけがの自覚症状があり、要介護者も急激に増加している状況（図２）である。
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（図２）第1号被保険者(65歳以上)の要介護度別認定者数の推移　内閣府平成26年度高齢社会白書
こうした高齢者の置かれた現状と呼応するように、いわゆる無縁社会化や交通・買い物難民、災害弱者、情報弱者の増加といった高齢者に対する社会的弱者像も根強い。さらにそれを助長しているのは、高齢者を弱者として位置づけ、その弱者を救済しようとする制度（後期高齢者医療制度や災害時要援護者対策等）であったり、世間一般の対高齢者認識や考え方（高齢者の継続雇用は若者の雇用を奪う、消費税増税に伴う高齢世帯への年金加算の是非等）が存在することなどが考えられる。
こうした高齢者＝弱者という考え方に対して、袖井(2009)は、高齢者を社会への依存から自立に向けて老いを積極的にプランニングしていくべきであると指摘し、現在の高齢者観について疑問を呈している。袖井の疑問にあるように、高齢者は社会的弱者であるという視点に縛られていると、高齢者の社会における有意的多元性を損ねることになりかねないばかりか、高齢者が持つ良識ある行動や豊かな知恵さえも不可視化することにつながる。　
ところで、私たちの身近には元気な高齢者も少なくない。90才のコメ農家、100才のアスリート等、弱者とは言えないような堅牢で活発な高齢者・老人も散見される。彼らは高齢者制度上は弱者に位置付けられているものの、別の視点から見れば、一般的な高齢者観からはずれた、普通ではない向社会的高齢者と見ることも出来る。
上記に掲げた普通ではない高齢者は熊本にも少なくないと考えられることから、彼らを弱者として位置づけ続けることは、社会利益の向上や地域の持続可能性を阻害する要因を放置することとなる。医療技術の進歩による疾病対策や公衆衛生政策による健康プログラムの高度化、情報通信技術の進化による世界規模での高齢者問題の共有等によって、部分的には高齢者問題は解決の糸口が見えつつある。しかし、増加が確実な高齢者を取り巻く環境を改善するには、高齢者に対するイメージそのものを抜本的に変える必要がある。
本提言では、政策や制度レベルでは高齢者を弱者と見做さないのに、実際には弱者として見做している現状に対し、高齢者は弱者なのか？という仮説を立てた。この仮説に対し、高齢者の普通ではない行動や知恵を可視化することによって高齢者を弱者と見做す現状に対する発想の転換を促すことで弱者ではない元気な高齢者像を示す。この逆転の発想による高齢者イメージの転換が本提言の本質であり目的である。


	提言の具体的な内容を記述してください。「誰が」、「何を」、「どのように」、「どのくらいの期間をかけて」を明確に、さらに、「いくらぐらいの予算をかけて」するのかについても言及があるとなお良いです。

	２．提言　
■「アウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)（無老者）を捜せ！　～元気遺伝子（GNA）発掘キャンペーン～　の実施」
【「GNA」と「アウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)（無老者）」という考え方の提案】
実際に見過ごされているいわゆる「高齢者」や「老人」たちの社会を元気にしている源を良い逸脱（Positive Deviance、以下PD）アプローチを用いて捜すキャンペーンを実施する。つまり、普通の高齢者が実践している生活の中に埋もれた社会の変化を促す“良い行動や知恵”を収集する。

PDのフレームワークでは、コミュニティの中にいる多くの人やグループがとっている「普通の行動」よりも特定の問題に対してよりよい結果を生んでいる「普通ではない」行動や戦略(あるいは手段)に着目し、その顕在化していない行動やそれを支える人同士あるいは人と物事との関係性を特定し、他のコミュニティメンバーが実践できるようにするアプローチである。本キャンペーンの目的は、PDのフレームワークを簡素化し、市井の高齢者や老人が地域社会をより良くしている「普通ではない」行動や知恵などを見つけ出し、共有することである。

さらに、これらの「普通ではないこと」を「元気遺伝子（Ｇenki deoxyribo Ｎucleic Ａcid＝GNA）」と命名する。人々、とりわけ高齢者が持つ社会をより良くしている行動や知恵、すなわち源泉を遺伝子として捉える。このGNAの考え方により、人間誰もが本来備えている本質である社会を良くする行動や知恵に気づかせ、敢えて高齢者や老人たちに注目することが、高齢者の行動や知恵に対する理解を深めることにもつながることになる。

このGNAを有する高齢者を「アウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)（無老者）」と認定する。アウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)とは、普通ではない行動や知恵、即ちGNAを持ち、そのGNAによって周囲に変化を与える存在であり、社会変化に寄与する新たな価値を有する老人では無い者、としての新たな呼称※１である。

相手がどのような人かを特定してイメージを容易にし、コミュニケーションを円滑に図る際、呼称は社会的認知作用において重要な意味を持つ。超高齢社会を迎える際、社会的弱者、元気がない、というイメージと強く結びついた現在の高齢者や老人という呼称に変化を与え、社会に有用な人材であるという新たなイメージを喚起することが重要である。
【考え方の普及のための戦略】
超高齢化とともに、世界の高度情報化は更なる発展の途上にあり、情報の共有においてICT（情報通信技術）はもはや社会生活におけるインフラとなりつつある。
GNAやアウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)といった考え方をICTの利活用により普及促進を図るため、上記キャンペーン時のイベントをストリーミング放送により発信し、専用サイトを作る。同時に、収集されたアウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)が持つGNAをデータベース化し、クラウドソーシングにより世界中のあらゆる人が必要なときに必要に応じて、これらのGNAデータベースにアクセスし、その行動や知恵をシェアし、役立たせることができる環境を整える。これを「元気遺伝子銀行（GNA-Bank）」という名称でWebサイトを構築し、広く公開する。
GNA-Bankは、高齢者を支援するという広義の意味においては従来型の高齢者活用サイト※２と共通する点もあるが、アウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)のGNAを高付加価値の社会的製品※３と見做し、GNAを発現させるために暗黙知から形式知へと変換することで、GNAを持つアウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)に対する共感や支援を集めることが可能となり、これらを必要とする社会や地域、人々へと広く流通させ、社会変化の起点となりうることが従来のサービスと異なる点である。
※１　新たな呼称：高齢者に対する新たな呼称については従来から様々な提案がある。平成26年5月に特定非営利活動法人「老いの工学研究所」が実施したアンケートによると、70 歳代の3 人に1 人、80 歳代では2 人に1 人が、「シニア」「老人」という呼称にしっくりきていないこと、つまり高齢者自身が高齢者を概念化した呼称に納得していないことが明らかにされている。国や民間企業でもこの事実を把握しているようであるが、高齢者世代に広く受け入れられる新しい呼称は未だ登場していないのが現状である。
関連して、提唱されてはいるものの浸透していない高齢者や老人に変わる呼称として「グランドジェネレーション（イオン株式会社、小山薫堂氏）」、「ニューエルダー（博報堂）」、「緑寿（日本百貨店協会）」、「熟年高齢者（厚生労働省）」、「新老人（聖路加国際病院理事長、日野原重明氏）」等がある。
※２　従来の高齢者サイト：例えば、高齢者自身の地域デビュー支援、高齢者のセカンドライフ支援といった目的で運営されている東京都の「Tokyoシニア情報サイト」や、千葉県柏市の「柏おやじ図鑑」、全国各地にある「（地域名）シニアネット」「シルバー人材センター」等は、その視点を高齢者の福祉向上に置きながら、地域に限定された高齢者のためだけのサービスとして主に展開されており、高齢者の生きがい支援という意味あいが強い。
※３　ソーシャルプロダクト：個人、企業および他の全ての組織が、生活者のみならず社会のことを考えて作りだす有形・無形の対象物（商品・サービス）のこと。
【具体的な実施方法】

(1)誰が　実施主体は、地方自治体（県・市町村）と民間企業等との協働企業体とする。

(2)何を　①「アウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)（無老者）を捜せ！」キャンペーンの実施（図３）。既述のとおり、社会を元気にしている源泉である快活な高齢者の「元気遺伝子（GNA）」を自薦・他薦を問わず募集し、審査・表彰し広く周知するキャンペーン。

　　　　 ②「GNA-Bank」ウェブサイトの構築、運営、保守管理。収集されたGNAをデータベース化し、広く公開し利活用を進める。

(3)どのように　①キャンペーン事務局が県内で広くGNAを募集する。収集されたGNAを規模・対象・軽重・地域等による整理・区分分けを行うことで「これならば私でもできる！」という実現可能性を分かりやすく提示する。
アウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)の認定においては、有識者とともに市井の高齢者が厳正かつ公正にGNAか、GNAを持つアウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)かをその普及可能性・容易さ・インパクト等を評価基準に審査する。
キャンペーン時の審査・表彰はイベント化し、自治体広報や地元メディア、インターネットメディア等と協働のうえ、県内外に広く発表・発信することでGNAの普及を目指す。

②GNA-Bankのサイト構築には、熊本在住のデザイナーや地元研究者を起用し、アイデアの地産地消を目指す。

(4)期間　１会計年度中に行うことが望ましい。

(5)予算　1,2000万円
キャンペーンイベント実施委託料

500万

クラウドソーシングサイト構築

500万

同サイト保守管理費用

200万

[image: image4.png]0140911_outro.jpg % X | qFREAT x| B http//w x x | B BEFLFE x| Wk - x T FEEE x Dunscripl x
I7UF) v ERIP) v BFA—E) BFAHU) v MO v @ o B %
»
= Ea +ShintaroufA, a  #a ’
] (] L] ] L it 17402448 > el
DAL TR AL THEET,
St R CEDUDILETE

katsuaki sato
Y —DIVISiEm
-

RETE)7 OEERE | N0 o BROER
D13 12:22 AM

rom DOCOMO

@ 1118 (4 B3R e
+
B-FENTHLIz,
Lot UHBAL RS — AL THEFET, 16}
'YAHOO! F#hE
2014/09/13 15:37 - B CEDUDEXEE
< R
AZ: 400 KB
ARDND2A-N—PTHE
. - HM00fEELE | TYFHSLT
[0 M s o s T RERRUB300 T S bTE DR RS
[ e s DB ®
EFEFIHTHOZAXKIE
A Naive) TR ED AET B
- 3 SRR EEFUET
. o 15:38 www.med-english.com/
; 2014/09/13
R Yahoo! TREE - CHEDUDEILEERSE S - EEOETITNT
AROND AN THEF0GHELE | TUF D567 —7p3bBir-ORREDSEED
0.62 GB(4%) /15 GB #{&MP ©2014 Google - FIF#RRIC IS i —
- = Powered by Google




　
（図３）キャンペーンポスターの例

	提言を実装したときに、期待できる効果はどのようなものですか。

	３．期待される効果

平成26年度高齢社会白書によると、熊本県は平成25年度の高齢化率が全国20位である。しかし、高齢化率の上昇とともに平均年齢も逓増する傾向にある。増加の一途をたどる高齢者自身は、「老人とは呼ばれたくない」と考えており、社会的弱者も多いなか、積極果敢に社会貢献するアクティブな高齢者も多く、こうした高齢者に弱者という社会的な位置づけを与えることで、個人あるいは社会に対するベネフィットの創出の可能性が失われていると思わずにはいられない。
アクティブな高齢者自身が自覚しているとおり、高齢者を一律に弱者として位置づけず、活躍を期待するように社会全体で高齢者観を転換し、広く一般化していくことは有用であり、熊本や我が国が超高齢化社会を迎えるための社会の前提とすべき大きな課題である。
本提言で示したGNAを持つ高齢者をアウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)として社会に再定義を促し、GNAの収集、アーカイブ、共有、オープン化等の実践により、GNAを持つ普通ではないケースから新たな高齢者に対する社会的価値が創出される可能性が見出される。

　「アウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)（無老者）」・「元気遺伝子（GNA）」・「元気遺伝子銀行（GNA-Bank）」の提言により期待される効果は以下のとおりである。

３－（１）高齢者に対する発想の転換

高齢者を弱者モデルと見做し、保護するための社会制度開発や自然科学における従来型の対高齢者研究、ともすれば特別なスーパー高齢者という人物そのものに注目しがちだった従前の公共政策等に対し、行動・知恵をヒーローにするという本提言の発想の転換により、高齢者の持つ良い行動や社会変化を促すささやかな知恵が見直され集積していく。
この発想の転換が基盤となれば、熊本発の新たな高齢者政策、アウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)観光産業、GNA投資といった新たな産業群が勃興し、多彩な高齢者活用の社会的アプリケーションが開発され、熊本が世界の超高齢社会最適化基盤都市となることが期待できる。

ところで、アウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)という呼称は、その語感から無法者（outlaw）というネガティブなイメージを想像するかもしれない。しかし、ここでその発想を転換していただきたい。地元熊本の、身近な普通ではない高齢者に目を向けた時、我々が注目したのはアウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ﾛｰ),老)の先達とも言える剣豪宮本武蔵である。武蔵は、その類まれな行動や知恵により、世間一般から見れば普通ではない存在であったにも関わらず、高齢になってから熊本城主の細川忠利に招かれ、熊本に移り生涯を閉じた。武蔵の武術、人となり、歴史等は他稿に譲るとして、ここでは武蔵の逸脱した行動や知恵が社会において認められた事実に注目する。社会の変化に寄与する彼の行動や知恵が広く認知されることによって、彼自身の隠居に至る晩年は、剣の道の追及のみならず、熊本城主や地域への貢献、哲学者然とした書物の編纂をも可能にし、現在の気宇壮大な武蔵像が構築されたのではないかと見ることができる。

本提言のアウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)は、武蔵のような孤高的逸脱性をそのままモデル化したわけではない。市井の人々にも他者から見れば普通ではない、しかし別の視点から見落としていた素晴らしい行動や知恵を持つ。それらを不可視のままにするのではなく、顕在化させることで社会に貢献したり、あるいは高齢者自身が社会を変えられるかもしれないのだ、という高齢者イメージの変換の象徴として宮本武蔵は熊本におけるGNA・アウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)普及に有効であり、ここに提示した。
３－（２）依存的高齢者の保護から自立的高齢者の活用へ

高齢者がアウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)として社会に有用で潜在的価値を保持する人材として再認識され、アウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)という呼称が浸透し、普通ではないアクティブな高齢者やその行動・知恵が集積することにより、社会全体の高齢者への見方が大きく変化する。

高齢者への見方が良い方向へ変換されることで、高齢者自身にも変化が生じ、自己肯定観の創出、行動可能性の拡大といった高齢者に依存する各種課題の解決につながることが期待できる。高齢者の行動変容や高齢者を取り巻く社会環境の変化により、高齢者が様々な世代とのチャンネルを持つことで相互の価値創造効果が生みだされ、分野横断的な交流活性化が期待できる。交流が地域内外にも波及し社会関係資本が増強されれば、地域資源や地域文化の再発見、高齢者を対象とした地域経済活動の活性化も期待できよう。また、行動喚起による健康寿命の更なる伸長やGNAに基づいた新たな就労機会の創出により、地方自治体の健康保険財政の健全化や税収増といった副次的効果も期待できる。

３－（３）熊本の元気が世界の中心に

本提言により高齢者へ評価は飛躍的に高まる。その結果、熊本発の新しい高齢者産業は社会経済面での寄与にとどまらず、元気で有用な高齢者というイメージ転換が社会に実装される。この転換によって発達するであろう高齢者産業は、我が国の伝統芸能や文化、エネルギー政策、医療技術等と並びうる最先端産業の一つとして位置づけられ、高齢者対策熊本モデルとして世界に発信され、その集積地として世界No1の地位を築くことが期待できる。

即ち、熊本が超高齢社会における世界No1都市となるのである。
４．結論
　本提言は、超高齢化を逆手にとり、高齢者に対するネガティブなイメージをポジティブに変換し、熊本を世界No1の高齢者対策先進地にしてしまう提言である。

提言の検討に際し、熊本や我が国を活性化するための材料として様々な選択肢を検討した。経済活性化、地域活性化、不平等や格差の是正といった多くの社会的問題の選択肢の中から当チームが「高齢者」をテーマとしたのは、我々が住む熊本には実に元気な高齢者が多いことに改めて気付いたからである。東京や大都市に政治経済や富、人口が集積するなか、現状で熊本が持つ資源は東京や大都市に比べれば少ないかもしれない。しかし、その少ない社会的資源に価値を見出すことが、熊本や九州、ひいては日本の活性化につながるはずである。地方都市で人口が減少し、高齢者が増えるのは果たしてネガティブなことなのだろうか。老人ばかりになると一体何がいけないのか。高齢者が増えること、それを強みに変える発想の転換ができれば、熊本は必ず他都市から羨望のまなざしを送られるだろう。そのような思いから本提言は生まれた。

社会のリ・デザインの種子は、実は私たちの身近なところに転がっているはずであり、気づかないだけなのである。些細な、ほんの小さなきっかけが大きな変化やうねりとなって結実する。こうした考えが、複雑性を増す現代社会の希望の道筋として期待されている。
高齢者だけでなく、様々な背景を持った人々や考え、行動を受け入れることができる多様性と柔軟性のある社会こそ、レジリエンスの高い生きやすい社会であろう。
我々が提言した、高齢者は弱者なのか？という疑問に対する結論は、「元気遺伝子（GNA）」を持つ「アウトEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロー),老)（無老者）」が世界に発信され、「GNA-Bank」によって有効活用されれば、高齢者イメージは転換される、というものである。元気な高齢者イメージへの転換によって、社会の大部分を占める高齢者の様々な環境の大きな変化とともに、高齢者がより生き生きと元気に活動することを通じて社会全体が良い方向へ動き出すことになれば、熊本のみならず、多くの地域が高齢者に対する暗澹たる将来イメージを払しょくし、明るい未来を思い描くことができるはずである。

最後に、本提言が、熊本、九州、日本を“もっと”元気にする一助になれば幸いである。
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